
　
　
　
　
文
化
十
二
年
江
戸
城
の
舞
楽
上
覧
と
二
つ
の
舞
楽
図
巻

　
　
　
　
　
―
「
舞
楽
楽
器
之
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
と
水
野
廬
朝
「
舞
楽
図
巻
」（
大
英
博
物
館
蔵
）
―
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There are tw
o sim

ilar handscrolls painted Bugaku, the 

one in Tokyo N
ational M

useum
 is anonym

ous and the other in 

British M
useum

 is painted by U
kiyo-e painter, M

izuno Rochō. 

Those Bugaku paintings depict real Bugaku perform
ance 

played in the Edo castle on 14th M
ay 1815 as a rew

ard to 

the court nobles and the retainers of the shogunate after 

the Buddhist service 200th anniversary of the death of 

Ieyasu. The handscrolls are a valuable and im
portant record 

of Bugaku perform
ance in the Edo period, how

ever, the 

relationship betw
een them

 are unclear. This paper approaches 

this problem
 w

ith several historical docum
ents includes the 

diary by the shogunate painter, the records by the Bugaku 

dancers and the plans by the carpenter.

　
　

H
O

N
D

A
　

M
itsuko

本
　
田
　
光
　
子

は
じ
め
に

　
「
舞
楽
楽
器
之
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
。
以
下「
東
博
本
」と
呼
ぶ
）一
巻
は
、

詞
書
か
ら
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
五
月
十
四
日
江
戸
城
本
丸
御
殿
白
書
院
で

演
じ
ら
れ
た
舞
楽
の
様
子
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
落
款
等
は
な
い
も
の

の
、
筆
者
は
奥
絵
師
狩
野
伊
川
院
栄
信
あ
る
い
は
そ
の
息
晴
川
院
養
信
と
推
測
さ

れ
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
幕
府
方
の
舞
楽
演
奏
の
様
子
を
詳
細
に
伝
え
る
貴
重
な

史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

一
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
画
巻
が
大
英
博
物
館

に
伝
わ
る
。
幕
府
御
使
番
水
野
廬
朝
筆
「
舞
楽
図
巻
」
で
あ
る
（
以
下
「
大
英
本
」

と
呼
ぶ
）。
紙
質
や
顔
料
の
用
法
か
ら
、
一
見
大
英
本
は
東
博
本
の
写
し
と
思
わ

れ
る
の
だ
が
、
大
英
本
の
方
が
書
き
入
れ
が
詳
細
か
つ
豊
富
で
あ
り
、
両
者
の
関

係
は
こ
の
書
き
入
れ
や
他
の
史
料
を
付
き
合
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
絵
画
表
現
お
よ
び
書
き
入
れ
の
翻
刻
文
を
中
心
に
他
の
関
連
史
料

を
用
い
て
東
博
本
と
大
英
本
の
位
置
付
け
を
考
察
す
る
。
そ
の
過
程
で
当
日
の
舞
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楽
上
覧
の
様
子
も
記
述
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
史
料
群
か
ら
は
、
江
戸
時
代

の
舞
楽
上
覧
と
そ
の
絵
画
化
の
様
相
を
窺
う
こ
と
が
で
き
、
他
の
事
例
に
つ
い
て

考
え
る
う
え
で
も
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

一
、
舞
楽
上
覧
の
経
緯

　

文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
四
月
は
徳
川
家
康
の
二
百
回
忌
に
あ
た
り
日
光
で

法
会
が
行
な
わ
れ
、
例
年
の
法
会
よ
り
多
く
の
公
卿
ら
が
参
向
し
た
。『
続
徳
川

実
紀
』
に
よ
れ
ば
、
翌
日
か
ら
法
会
が
済
ん
だ
こ
と
に
対
す
る
公
卿
・
幕
臣
ら
へ

の
慰
労
や
振
舞
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
五
月
一
日
に
日
光
に

参
向
し
た
公
卿
ら
が
将
軍
家
斉
に
対
面
謁
見
し
、
二
日
も
対
面
の
上
、
朝
廷
か
ら

の
年
頭
あ
い
さ
つ
へ
の
返
詞
と
法
会
へ
の
御
謝
詞
が
な
さ
れ
た
。
四
日
に
は
公
卿

へ
の
馳
走
の
猿
楽
（
能
）
が
、
六
日
に
同
じ
く
日
光
参
向
の
門
跡
な
ど
へ
馳
走
の

猿
楽
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
七
日
は
飛
鳥
井
雅
光
を
招
い
て
蹴
鞠
を
行
い
、
御
三

家
、
一
万
石
以
上
の
国
持
大
名
、
布
衣
す
な
わ
ち
お
目
見
え
以
上
の
諸
職
人
、
法

印
法
眼
の
医
者
ら
が
拝
見
を
許
さ
れ
た
。
十
一
日
の
管
弦
の
聴
聞
で
は
公
卿
が
楽

人
と
奏
楽
し
て
い
る
。
十
三
日
は
法
会
を
済
ま
せ
た
祝
で
大
名
は
じ
め
法
会
に
か

か
わ
っ
た
者
ら
が
登
城
し
て
猿
楽
を
拝
見
し
た
。
そ
し
て
十
四
日
の
舞
楽
御
覧
で

は
、
日
光
門
主
、
御
三
家
、
そ
の
庶
流
、
譜
代
大
名
、
高
家
、
詰
衆
、
奏
者
番
、

菊
間
縁
頬
詰
（
無
城
の
大
名
）、
嫡
子
ら
、
布
衣
以
上
の
者
が
参
上
し
て
い
る
。

そ
の
後
数
日
の
う
ち
に
順
々
に
公
卿
た
ち
が
江
戸
を
発
つ
。
二
十
二
日
に
は
舞
楽

管
弦
を
務
め
た
楽
人
へ
の
賜
物
が
あ
っ
た
。

　

東
博
本
・
大
英
本
に
描
か
れ
る
の
は
、
こ
の
う
ち
五
月
十
四
日
に
行
な
わ
れ
た

舞
楽
上
覧
で
あ
る
。

二
、
絵
師
の
行
動

　

狩
野
養
信
に
よ
る
『
公
用
日
記
』（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
文
化
十
二
年
五
月

分
に
は
連
日
の
馳
走
振
舞
と
そ
れ
に
関
す
る
絵
事
が
記
録
さ
れ
て
い
る

二
。
七
日

の
蹴
鞠
は
父
栄
信
と
と
も
に
江
戸
城
へ
登
城
し
て
拝
見
し
、
地
取
す
な
わ
ち
下
絵

制
作
、
写
生
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
蹴
鞠
は
本
丸
御
殿
白
書
院
の
中
庭
で
行
な
わ

れ
た
。
父
子
は
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
を
選
び
、
帝
鑑
の
間
か
ら
柳
の
間
へ
と
い
た

る
廊
下
で
地
取
を
し
て
い
る
。
法
眼
で
あ
る
父
は
装
束
を
着
用
す
る
。
十
日
に
は

翌
日
の
公
家
に
よ
る
管
弦
の
地
取
を
命
じ
ら
れ
る
。今
度
は
帝
鑑
の
間
で
拝
見
し
、

地
取
を
し
た
。
十
三
日
の
猿
楽
能
で
は
栄
信
は
鶴
溜（
本
丸
表
大
広
間
の
溜
間
か
）

に
着
座
し
て
い
る
。
十
四
日
の
舞
楽
も
蹴
鞠
と
同
じ
く
白
書
院
の
中
庭
で
行
な
わ

れ
、
父
子
は
五
つ
時
（
午
前
八
時
頃
）
に
登
城
、
ま
た
し
て
も
地
取
を
命
じ
ら
れ

て
い
る
。
蹴
鞠
の
時
と
同
じ
柳
の
間
の
廊
下
で
地
取
を
す
る
。
八
つ
時
頃
（
午
後

二
時
頃
）
に
演
奏
が
お
わ
り
、
退
出
し
た
と
い
う
。
振
鉾
に
つ
づ
き
左
右
の
番
舞

が
各
七
つ
あ
り
、
退
出
音
声
の
長
慶
子
ま
で
、
半
日
が
か
り
だ
っ
た
。

　

翌
日
か
ら
養
信
と
父
栄
信
は
、
拝
見
時
の
地
取
で
は
詳
細
を
描
く
こ
と
の
で
き

な
か
っ
た
楽
器
や
装
束
を
、
実
物
に
当
た
っ
て
地
取
を
取
る
よ
う
仰
せ
つ
か
る
。

十
五
日
は
、
十
一
日
の
管
弦
で
用
い
ら
れ
た
楽
器
を
取
り
寄
せ
、
白
書
院
帝
鑑
の

間
入
側
に
て
地
取
。
二
十
三
日
に
は
、
十
四
日
の
舞
楽
の
装
束
と
楽
器
を
奥
へ
と

取
り
寄
せ
て
地
取
す
る
。
舞
装
束
の
地
取
は
そ
の
後
も
二
十
四
日
、
二
十
五
日
、

二
十
六
日
、
二
十
七
日
、
二
十
八
日
、
二
十
九
日
、
六
月
一
日
に
行
な
わ
れ
た
。

六
月
二
日
、
よ
う
や
く
舞
楽
地
取
が
完
成
し
、
確
認
が
済
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。

　

舞
楽
に
関
す
る
記
録
は
そ
の
後
は
見
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
蹴
鞠
に
つ
い
て
は
六

月
四
日
に
、
去
る
月
飛
鳥
井
家
御
庭
蹴
鞠
図
巻
物
の
下
絵
を
伺
い
、
父
子
で
一
段
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ず
つ
認
め
る
よ
う
達
し
が
あ
り
申
し
合
わ
せ
て
一
巻
に
し
た
と
記
し
て
い
る
。
同

様
に
舞
楽
の
地
取
も
巻
物
に
仕
立
て
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
東
博
本
の
よ
う
な
画

巻
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

狩
野
派
の
作
例
の
中
か
ら
類
例
を
探
す
と
、
演
奏
当
日
の
ス
ケ
ッ
チ
は
「
探
幽

縮
図
」（
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵
）
中
の
狩
野
探
幽
に
よ
る
舞
楽
地
取
に

近
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う

三
。
栄
信
の
祖
父
栄
川
院
典
信
と
父
養
川
院
惟
信
の
名

を
貼
り
札
で
示
し
た
「
舞
楽
地
取
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
も
伝
わ
る

四
。
狩

野
養
信
が
後
年
行
な
っ
た
高
野
山
宝
蔵
の
舞
楽
面
や
装
束
の
写
生
は
、
上
覧
後
の

楽
器
や
装
束
の
ス
ケ
ッ
チ
を
彷
彿
と
さ
せ
る

五
。
観
賞
用
に
浄
書
し
完
成
さ
れ
た

舞
楽
図
巻
の
例
に
は
、
流
布
し
て
い
た
舞
楽
図
譜
の
図
様
を
描
く
狩
野
洞
春
「
舞

楽
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
が
参
考
と
な
る
だ
ろ
う
。

三
、
東
博
本
の
内
容

　

東
博
本
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

六
。
巻
頭
に
、
紅
葉
の
間
か
ら
柳
の
間

西
側
の
縁
に
か
け
て
布
衣
以
上
の
者
と
法
印
法
眼
の
医
師
が
着
座
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
お
り
、『
公
用
日
記
』
の
記
述
を
裏
付
け
る
。
そ
の
後
舞
台
や
し
つ
ら
い

の
説
明
、
演
目
名
の
目
録
が
記
さ
れ
、
濃
彩
に
よ
る
舞
台
の
図
が
描
か
れ
る
。
続

い
て
大
太
鼓
、
鉦
鼓
、
大
太
鼓
の
皷
部
分
の
図
と
、
図
の
周
囲
に
法
量
や
色
、
模

様
、
素
材
に
関
す
る
説
明
書
き
が
並
び
、
舞
人
の
図
が
演
目
順
に
つ
づ
く
。
舞
人

は
氏
名
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
太
鼓
を
奏
す
る
楽
人
お
よ
び
楽
屋
の
中
が

描
か
れ
、
楽
人
の
持
物
で
あ
る
鳥
兜
や
楽
器
の
一
部
が
描
か
れ
る
。
巻
末
に
は
舞

楽
上
覧
の
年
月
日
に
つ
づ
い
て
詞
書
が
あ
り
、
席
上
よ
り
見
た
舞
楽
の
様
子
を
筆

記
に
よ
ら
ず
眼
で
見
て
覚
え
て
描
き
、
絵
皿
に
残
っ
た
顔
料
で
さ
っ
と
彩
色
し
た

草
稿
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。『
公
用
日
記
』
に
あ
る
よ
う
な
、
当
日
お
よ
び
後

日
の
写
生
に
基
づ
く
、
記
録
性
の
高
い
作
品
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
楽
屋
の
図
に
は
少
々
不
可
解
な
記
述
が
あ
る
。
橘
守
国
『
通
宝
志
』
に

含
ま
れ
る
図
と
違
う
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
の
で
、
守
国
の
図
の
趣
を
模
写
し
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
橘
守
国
『
絵
本
通
宝
志
』
巻
二
（
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）

刊
行
）
に
は
舞
楽
の
図
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
比
べ
て
み
る
と
楽
屋
の
図
と
太
鼓

を
奏
す
る
図
が
東
博
本
と
類
似
し
て
い
る
【
図
１
・
２
】。
太
鼓
台
の
角
度
、
楽
屋

の
幔
幕
や
画
面
上
下
の
雲
形
な
ど
は
ほ
ぼ
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
太
鼓
を

打
つ
人
物
は
守
国
が
座
ら
せ
て
い
る
の
に
対
し
、
東
博
本
で
は
立
た
せ
て
い
る
。

楽
屋
も
、
守
国
は
老
い
た
羯
鼓
奏
者
を
除
く
楽
人
が
円
陣
に
着
座
す
る
よ
う
に
描

き
、
篳
篥
奏
者
は
観
者
に
背
を
見
せ
て
い
る
。
東
博
本
は
篳
篥
奏
者
は
顔
を
見
せ

る
向
き
に
変
え
、
ゆ
る
い
円
陣
に
改
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
守
国
の
楽
屋
を

覗
き
込
む
よ
う
な
視
点
は
、
楽
人
が
全
員
で
ゆ
る
や
か
な
三
角
形
を
描
い
て
着
座

す
る
安
定
し
た
構
図
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　

あ
ら
た
め
て
東
博
本
全
体
の
表
現
を
見
る
と
、
金
銀
を
併
用
す
る
鮮
や
か
な
濃

彩
に
よ
り
楽
器
や
装
束
の
細
部
ま
で
緻
密
に
描
き
込
む
、
美
麗
な
絹
本
作
品
で
あ

る
。
描
線
は
謹
直
で
、
楽
器
に
は
均
一
な
線
描
を
、
舞
人
に
は
肥
痩
線
を
と
使
い

分
け
る
。
鑑
賞
用
に
整
え
ら
れ
た
画
巻
で
あ
る
。

　

舞
人
の
ポ
ー
ズ
は
各
演
目
の
特
徴
を
よ
く
表
わ
し
つ
つ
、
先
例
が
見
ら
れ
な
い

新
し
い
図
様
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
前
半
に
作
例
の
多
い
舞
楽
図
屏
風

は
、
図
様
が
ほ
ぼ
共
通
し
て
お
り
、
舞
人
の
ポ
ー
ズ
も
固
定
化
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
ポ
ー
ズ
は
大
ま
か
に
二
種
に
分
類
で
き
、
論
者
は
旧
稿
に
て
そ
れ
ぞ
れ
を
画
巻

形
式
で
伝
わ
る
舞
楽
図
譜
に
多
い
土
佐
派
に
由
来
す
る
桃
翁
本
系
と
、
桃
翁
本
系

図
様
の
狩
野
派
に
よ
る
改
変
と
推
測
さ
れ
る
Ａ
家
本
系
と
呼
ん
だ

七
。
東
博
本
の

図
様
は
そ
の
い
ず
れ
に
も
完
全
に
は
合
致
し
な
い
。
迦
陵
頻
・
胡
蝶
・
陵
王
・
納
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蘇
利
は
近
し
い
が
、
こ
れ
ら
の
演
目
は
舞
楽
図
全
般
に
お
い
て
ほ
ぼ
同
じ
ポ
ー
ズ

が
踏
襲
さ
れ
て
お
り
区
別
が
つ
か
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
東
博
本
は
写
生
に
基

づ
き
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
図
様
を
作
り
出
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

四
、
大
英
本
の
概
要
と
東
博
本
と
の
異
同

　

東
博
本
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
画
巻
が
、
大
英
本
で
あ
る

八
。
法
量
も
、
東
博
本
が

四
三
・
五
×
九
七
三
・
〇
㎝
、大
英
本
は
四
一
・
九
×
一
〇
六
六
・
八
㎝
と
大
差
な
い
。

　

巻
末
の
落
款
か
ら
、
攀
鱗
齋
と
号
し
た
、
旗
本
に
し
て
浮
世
絵
師
で
あ
る
水
野

廬
朝
（
一
七
四
八
―
一
八
三
六
）
の
筆
に
な
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
廬
朝
は
名
を

元
敬
、
元
敏
、
元
休
と
い
い
、
浅
草
鳥
越
町
に
住
ん
だ
旗
本
で
、
文
化
十
二
年
当

時
は
御
先
手
鉄
砲
頭
を
勤
め
て
い
る
。
公
務
の
合
間
に
俳
諧
や
浮
世
絵
を
た
し
な

み
、
北
尾
重
政
の
門
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
身
分
に
ふ
さ
わ
し
く
、
多
く
の

作
品
が
絹
本
に
極
彩
色
で
美
人
画
を
よ
く
し
た

九
。

　

大
英
本
は
紙
本
着
彩
で
、
部
分
的
に
紋
様
な
ど
を
丁
寧
に
描
き
込
ん
で
お
り
淡

彩
と
は
言
い
が
た
い
が
、
東
博
本
と
比
べ
れ
ば
あ
っ
さ
り
と
し
た
描
写
と
言
え
よ

う
。
と
く
に
顕
著
な
の
が
巻
頭
の
舞
台
図
の
描
写
で
、
東
博
本
が
背
景
の
樹
木
を

鮮
や
か
な
緑
青
で
描
き
込
み
、
薄
青
の
す
や
り
霞
を
胡
粉
で
縁
取
り
威
儀
を
表
わ

す
の
に
対
し
、
大
英
本
の
樹
木
は
淡
彩
に
近
く
、
霞
は
輪
郭
を
墨
書
す
る
の
み
で

彩
色
し
な
い
【
図
３
・
４
】。
巻
末
の
楽
屋
図
の
雲
形
も
同
様
で
あ
る
。
紙
継
部
の

変
色
な
ど
か
ら
あ
ま
り
高
価
な
紙
質
で
は
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
大
英
本
は
廬
朝
が
東
博
本
を
模
写
し
た
も
の
と
一
見
思
わ

れ
る
。
し
か
し
大
英
本
に
は
東
博
本
に
は
な
い
詳
細
な
書
き
入
れ
が
あ
り
、
両
者

の
関
係
は
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
大
英
本
と
東
博
本
の
違

い
を
可
視
化
し
て
確
認
す
る
た
め
、
書
き
入
れ
の
多
い
大
英
本
を
翻
刻
し
、
東
博

本
の
異
同
を
註
記
し
た
（
資
料
参
照
）。

　

細
部
の
文
字
や
語
句
の
違
い
を
除
き
、
大
き
な
違
い
を
見
て
み
る
と
、
ま
ず
東

博
本
で
は
巻
末
に
記
さ
れ
て
い
る
舞
楽
上
覧
の
年
月
日
や
画
巻
制
作
の
経
緯
が
、

大
英
本
で
は
巻
頭
に
あ
る
。
東
博
本
巻
頭
部
に
多
く
見
ら
れ
る
茶
斑
点
の
シ
ミ
が

巻
末
部
に
は
な
い
こ
と
か
ら
、
現
巻
末
部
が
後
世
に
巻
頭
へ
移
さ
れ
た
錯
簡
の
可

能
性
は
低
く
、
制
作
当
初
か
ら
現
状
の
よ
う
な
構
成
と
推
測
さ
れ
る
。

　

次
に
、
東
博
本
は
大
英
本
に
は
記
さ
れ
て
い
る
図
や
文
の
う
ち
、
少
な
く
な
い

量
が
記
さ
れ
な
い
。大
英
本
後
半
に
重
複
し
て
描
か
れ
る
万
歳
楽
・
延
喜
楽
は
、「
古

図
」
と
の
註
記
か
ら
舞
楽
上
覧
そ
の
も
の
と
は
無
関
係
に
他
の
図
譜
等
か
ら
の
写

し
を
加
筆
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
観
賞
用
の
東
博
本
で
省
か
れ
る
の
は
自
然
で

あ
る
。し
か
し
文
章
中
の
一
部
分
が
書
か
れ
な
い
箇
所
―
織
田
信
長
の
く
だ
り（
資

料
・
註
一
五
）・
大
太
鼓
の
高
さ
（
資
料
・
註
二
八
）・
太
平
楽
の
舞
人
名
（
資
料
・

註
四
八
）
―
は
そ
こ
だ
け
を
書
か
な
い
理
由
が
考
え
に
く
く
、
脱
字
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
る
。
何
よ
り
大
英
本
巻
末
に
列
記
さ
れ
た
舞
人
名
・
楽
人
名
の
一
覧

が
東
博
本
に
は
な
く
、
前
半
部
の
舞
楽
目
録
で
も
舞
人
の
人
数
が
記
さ
れ
な
い
。

さ
ら
に
大
英
本
で
は
万
歳
楽
・
延
喜
楽
・
打
球
楽
・
狛
鉾
の
人
数
に
つ
い
て
、
一

人
や
二
人
と
記
述
し
た
脇
に
そ
れ
ぞ
れ
「
四
人
也
」
と
傍
注
し
て
い
る
が
、
東
博

本
に
は
こ
れ
も
な
い

一
〇

。

・
舞
人
名
と
『
舞
楽
留
』

　

万
歳
楽
の
舞
人
の
う
ち
大
英
本
の
「
奥
丹
羽
守
好
古
」
を
東
博
本
で
は
「
窪
右

近
将
監
近
満
」
と
記
す
。
奥
丹
羽
守
好
古
は
ほ
か
に
打
球
楽
に
名
前
が
記
さ
れ
、

窪
右
近
将
監
近
満
は
太
平
楽
・
打
球
楽
に
名
前
が
見
え
る
。
当
日
の
万
歳
楽
の
舞

人
は
ど
ち
ら
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

東
博
本
・
大
英
本
に
も
舞
人
と
し
て
名
の
見
え
る
、
東
儀
本
家
の
文
暉
が
中
心

文化十二年江戸城の舞楽上覧と二つの舞楽図巻―「舞楽楽器之図」（東京国立博物館蔵）と水野廬朝「舞楽図巻」（大英博物館蔵）―
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と
な
っ
て
記
し
た
『
舞
楽
留
』（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
は
、
江
戸
時
代
の
舞
楽

の
演
奏
記
録
で
あ
る
。
演
奏
の
年
月
日
や
催
し
名
・
場
所
、
曲
目
ご
と
の
舞
人
、

楽
人
の
名
前
を
時
系
列
に
記
す
。
清
水
淑
子
氏
の
調
査
に
よ
り
、
改
名
を
重
ね
る

こ
と
の
多
い
舞
人
・
楽
人
だ
が
演
奏
当
時
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
事
前

に
決
ま
っ
て
い
た
人
名
が
当
日
代
行
さ
れ
た
場
合
は
両
方
の
人
名
を
併
記
す
る

場
合
が
判
明
し
て
お
り
、
記
録
と
し
て
の
信
頼
性
は
高
い

一
一

。
こ
の
う
ち
文
化

十
二
年
を
収
載
す
る
冊
子
に
は
「
同
（
論
者
註
：
文
化
十
二
年
）
四
月
十
八
日
日

光
舞
楽
御
神
前
御
経
供
養
」、「
同
四
月
十
九
日
日
光
山
御
神
忌
曼
荼
羅
供
舞
楽
」

に
つ
づ
い
て
「
同
六
月
十
四
日
御
本
丸
御
上
覧
舞
楽
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
六
月

十
四
日
に
江
戸
城
本
丸
で
舞
楽
上
覧
が
行
な
わ
れ
た
記
録
は
『
徳
川
実
記
』
に
見

ら
れ
ず
、
五
月
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。
大
英
本
巻
末
の
舞
人
名
・
楽
人
名
は
楽
人
の

「
音
頭
」
を
含
め
て
、
一
部
を
除
い
て
ほ
ぼ
『
舞
楽
留
』
と
一
致
す
る
。

　

こ
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
万
歳
楽
の
舞
人
は
奥
丹
羽
守
好
古
で
大
英
本
と
共
通
す

る
。
東
博
本
の
舞
人
名
は
誤
写
と
も
考
え
に
く
い
が
、
他
の
記
録
と
は
異
な
る
の

で
あ
る
。

・
着
座
位
置
と
舞
楽
舞
台
諸
図

　

大
英
本
で
舞
台
図
の
右
側
に
記
さ
れ
た
、「
松
之
御
廊
下
通
」
以
下
の
見
物
人

の
着
座
位
置
や
廊
下
に
緋
毛
氈
を
敷
い
た
と
い
う
記
述
は
当
日
参
加
し
た
者
が
伝

え
得
る
情
報
に
思
わ
れ
る
が
、
東
博
本
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
記
さ
れ

た
着
座
位
置
に
つ
い
て
は
別
の
史
料
に
よ
り
確
か
め
ら
れ
る
。

　
「
文
化
十
二
年
於
御
白
書
院
蹴
鞠
上
覧
及
文
化
度
白
書
院
中
庭
舞
楽
舞
台
諸
図
」

（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
は
、
蹴
鞠
と
舞
楽
の
二
種
の
史
料
か
ら
な
る
。
前
者
の

史
料
を
入
れ
る
和
紙
の
袋
は
表
に
朱
字
で
「
第
四
十
五
号　

文
化
十
二
亥
年
五
月

七
日
十
一
日
」、
墨
書
で
「
於
白
書
院
蹴
鞠
上
覧
之
節
御
鞠
場
管
弦
並
御
屋
敷
而

惣
絵
図　

四
通
」
と
記
さ
れ
、「
四
」
は
朱
で
「
五
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
左
下
に
小
字
で
「
甲
良
筑
前
扣
」
の
墨
書
と
「
甲
良
」
の
朱
押
印
が
あ
る
。「
甲

良
筑
前
」
は
建
仁
寺
流
の
御
作
事
方
大
棟
梁
甲
良
氏
の
八
代
棟
村
で
あ
る

一
二 

。

印
鑑
サ
イ
ズ
の
「
甲
良
」
朱
印
は
ほ
ぼ
全
て
の
史
料
に
押
さ
れ
て
い
る
。
内
容
物

は
、
白
書
院
中
庭
の
会
場
設
営
の
図
面
三
点
、
鞠
場
図
、
起
こ
し
絵
図
の
よ
う
な

蹴
鞠
の
図
面
か
ら
な
る
。

　

舞
楽
の
史
料
を
入
れ
る
袋
は
、
表
に
「
文
化
度
本
丸
白
書
院
中
庭
舞
楽
御
舞
台

図
」
と
記
さ
れ
る
。
白
書
院
の
縁
側
部
分
と
舞
台
の
位
置
関
係
・
白
書
院
と
舞
台

の
屋
根
の
位
置
関
係
・
舞
台
の
高
欄
・
大
太
鼓
の
太
鼓
台
に
関
す
る
設
計
図
、
そ

（参考図）白書院中庭の概略図。「文化十二年於白書院蹴鞠上覧及文化度
　　　白書院中庭舞楽舞台諸図」（東京国立博物館蔵）をもとに論者が作成。
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し
て
会
場
設
営
図
面
三
点
に
加
え
て
「
舞
楽
御
舞
台
同
御
上
家
共
木
銘
正
寸
書
」

と
い
う
冊
子
が
入
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
設
計
図
か
ら
、
舞
台
に
屋
根
を
掛
け
て
い
る
点
な
ど
、
東
博
本
・
大
英

本
は
忠
実
に
当
日
の
舞
台
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
舞
台
背
後
の

雑
木
林
が
白
書
院
中
庭
に
実
際
に
生
い
茂
っ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
く
、
図
面
に

も
記
載
の
な
い
こ
と
か
ら
、
樹
木
は
絵
画
的
表
現
に
よ
る
処
理
と
思
わ
れ
る
。

　

蹴
鞠
・
舞
楽
の
設
営
図
に
は
、
ど
の
箇
所
に
誰
が
着
座
し
た
の
か
が
詳
細
に
記

さ
れ
て
い
る
。『
公
用
日
記
』
に
記
さ
れ
た
、
栄
信
・
養
信
が
地
取
を
行
な
っ
た

紅
葉
の
間
か
ら
柳
の
間
へ
と
至
る
廊
下
の
脇
す
な
わ
ち
芙
蓉
の
間
―
舞
台
正
面
向

か
っ
て
左
手
―
に
は
「
布
衣
以
上
御
役
人
見
物
所
」
と
記
さ
れ
、
東
博
本
・
大
英

本
の
「
紅
葉
之
間
同
御
縁
よ
り
柳
之
間
西
御
縁
通
／
諸
番
頭
諸
物
頭
布
衣
以
上
候

御
役
人
／
法
印
法
眼
之
御
医
師
」
と
の
記
述
と
合
致
す
る
。

　

蹴
鞠
の
設
営
図
に
は
白
書
院
南
西
方
向
の
松
の
廊
下
に
「
御
譜
代
大
名
」
と
い

う
朱
字
が
記
さ
れ
、大
英
本
の「
松
之
御
廊
下
通
／（
略
）御
譜
代
大
名（
以
下
略
）」

と
の
記
述
と
通
じ
合
う
。
舞
楽
の
設
営
図
は
よ
り
記
述
が
少
な
く
譜
代
大
名
の
書

き
入
れ
も
見
ら
れ
な
い
が
、
記
さ
れ
て
い
る
着
座
位
置
は
蹴
鞠
と
共
通
し
て
い
る

た
め
、
先
に
開
催
さ
れ
た
蹴
鞠
は
詳
細
に
記
し
、
数
日
後
に
同
じ
場
所
で
行
な
わ

れ
た
舞
楽
の
記
録
は
簡
略
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、
も
う
一
度
大
英
本
の
舞
台
図
を
見
直
し
て
み
る
と
【
図
３
】、
右
側

の
「
松
之
御
廊
下
通
」
は
舞
台
の
正
面
向
か
っ
て
右
側
に
、「
紅
葉
之
間
同
御
縁

よ
り
柳
之
間
西
御
縁
通
」
は
舞
台
向
か
っ
て
左
側
の
建
物
を
示
す
線
の
内
側
に
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
間
に
「
御
正
面
ヨ
リ
見
渡
図
」
と
大
き
く
書
か
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
舞
台
図
両
側
の
着
座
位
置
を
示
す
文
章
は
、
絵
の
中
で
実
際
の

廊
下
の
あ
る
箇
所
に
記
さ
れ
た
留
書
な
の
だ
。
そ
し
て
画
巻
の
舞
台
図
は
白
書
院

に
着
座
し
た
「
大
納
言
様
」
お
よ
び
左
右
に
居
並
ぶ
「
公
方
様
」、
御
三
家
や
宮

様
達
か
ら
の
視
点
で
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
東
博
本
で
は「
松
之
御
廊
下
通
」

以
下
の
記
述
が
な
く
、
巻
頭
か
ら
や
や
唐
突
に
「
紅
葉
之
間
同
御
縁
よ
り
柳
之
間

西
御
縁
通
」
以
下
の
書
き
入
れ
が
地
の
文
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
大
英
本
に

備
わ
っ
て
い
た
絵
と
そ
の
留
書
と
い
う
一
体
化
し
た
構
成
が
、
東
博
本
で
は
失
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

東
博
本
で
は
絵
の
中
の
書
き
込
み
や
舞
台
両
側
の
建
物
の
描
写
を
排
す
る
こ
と

で
、
振
鉾
を
演
じ
る
石
舞
台
を
中
央
に
据
え
た
堂
々
た
る
舞
楽
演
奏
の
様
を
表
わ

し
て
い
る
。

五
、
東
博
本
と
大
英
本
の
関
係

　

以
上
か
ら
、
大
英
本
の
方
に
当
日
の
臨
場
感
を
窺
わ
せ
る
詳
細
な
記
述
が
見
ら

れ
、
東
博
本
の
部
分
的
な
省
略
は
取
捨
選
択
あ
る
い
は
脱
字
に
よ
る
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。
東
博
本
と
大
英
本
の
関
係
は
、
単
純
な
原
本
と
そ
の
模
写
で
は
な
い
こ

と
が
分
か
る
。
そ
れ
で
は
両
者
の
位
置
付
け
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
東
博
本
を
栄
信
あ
る
い
は
栄
信
と
養
信
に
よ
る
制
作
、
も
し
く
は
栄
信
・

養
信
に
よ
る
作
品
の
模
本
と
し
、
大
英
本
を
廬
朝
に
よ
る
東
博
本
の
模
本
と
す
る

案
は
、前
項
で
検
討
し
た
両
者
に
含
ま
れ
る
情
報
の
量
と
質
か
ら
却
下
さ
れ
よ
う
。

　

そ
も
そ
も
東
博
本
は
栄
信
・
養
信
い
ず
れ
の
画
風
に
も
合
わ
な
い
。
人
物
の
顔

貌
を
見
る
と
【
図
５
】
や
や
面
長
で
、
狛
鉾
の
舞
人
に
顕
著
な
よ
う
に
頬
か
ら
顎

に
か
け
て
ゆ
る
く
た
る
む
よ
う
な
輪
郭
を
し
て
い
る
。
眉
は
い
ず
れ
も
カ
ー
ブ
を

描
き
、
目
鼻
は
大
き
い
。
黒
目
を
上
瞼
と
下
瞼
の
中
央
部
に
接
す
る
よ
う
に
大
き

く
描
き
、
細
く
ま
な
じ
り
を
つ
り
上
げ
る
。
鼻
は
と
り
わ
け
特
徴
的
に
個
性
を
描
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き
分
け
、
小
鼻
を
大
き
く
描
く
。
こ
う
し
た
特
徴
の
い
ず
れ
も
が
、
栄
信
・
養
信

の
描
く
目
鼻
が
小
振
り
な
人
物
像
と
は
一
致
し
な
い
。
舞
台
図
の
背
景
に
あ
し
ら

わ
れ
た
樹
木
の
、
樹
種
の
判
別
し
に
く
い
曖
昧
な
描
き
方
も
狩
野
派
の
描
法
と
は

懸
隔
が
あ
る
。
栄
信
・
養
信
は
樹
木
を
一
本
ず
つ
の
独
立
し
た
形
に
描
き
わ
け
、

多
く
の
場
合
は
松
を
含
ま
せ
る
。
も
ち
ろ
ん
東
博
本
の
筆
者
が
栄
信
・
養
信
に
よ

る
原
本
を
写
し
な
が
ら
、
顔
や
樹
木
な
ど
自
ら
描
き
慣
れ
て
い
る
部
位
は
自
分
の

様
式
で
描
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
む
し
ろ
大
英
本
の
描
写
と
の
距
離

こ
そ
注
目
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
大
英
本
は
模
本
で
は
な
く
、
廬
朝
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
す
な
わ
ち
廬

朝
の
草
稿
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。
末
尾
の
落
款
前
に
記
さ
れ
た
年
記

「
文
化
十
二
乙
亥
年
猛
（
論
者
註
：
マ
マ
）
夏
下
浣
日
草
稿
了
」
は
、
書
き
ぶ
り

か
ら
し
て
落
款
と
同
時
に
書
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る

一
三

。
廬
朝
に

よ
る
文
化
十
一
年
作
「
見
立
三
酸
図
」（
ウ
ェ
ス
ト
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

一
四

・
文

化
十
三
年
作
「
桜
下
美
人
図
」（
出
光
美
術
館
蔵
）

一
五

に
は
印
象
的
な
正
面
向
き

の
人
物
が
描
か
れ
て
お
り
、
特
徴
的
な
鼻
の
描
き
方
が
大
英
本
の
太
平
楽
舞
人
と

共
通
す
る
。

　

先
述
の
と
お
り
、
文
化
十
二
年
五
月
十
四
日
当
日
の
廬
朝
の
役
目
は
御
先
手
鉄

砲
頭
で
あ
る
。
先
手
と
は
先
陣
を
意
味
し
、
徳
川
幕
府
で
は
先
手
組
は
先
鋒
足

軽
隊
を
務
め
た

一
六

。
江
戸
時
代
に
入
り
戦
乱
が
な
い
平
時
に
は
、
江
戸
城
の
警

備
や
将
軍
の
警
護
を
担
っ
て
い
る
。
先
手
頭
は
六
位
相
当
の
布
衣
役
で
、
役
高

千
五
百
石
の
ほ
か
役
扶
持
と
し
て
六
十
人
扶
持
が
与
え
ら
れ
た
。
千
四
百
五
十
石

取
り
の
旗
本
の
家
に
生
ま
れ
た
廬
朝
で
あ
れ
ば
ふ
さ
わ
し
い
役
柄
で
あ
る
と
言
え

よ
う
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
廬
朝
は
舞
楽
上
覧
時
に
芙
蓉
の
間
の
「
布
衣
以

上
御
役
人
見
物
所
」
で
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
公
用

日
記
』
に
よ
れ
ば
栄
信
・
養
信
父
子
は
下
命
に
よ
り
柳
の
間
の
廊
下
で
地
取
を
行

な
っ
て
い
た
。
東
博
本
巻
末
・
大
英
本
巻
頭
の
文
中
に
は
、
舞
楽
を
拝
見
し
な
が

ら
群
居
の
中
で
筆
記
で
き
ず
、
目
で
見
て
覚
え
た
も
の
を
写
し
、
皿
に
残
っ
た
顔

料
で
彩
色
し
た
と
あ
る
。
こ
の
一
文
は
、
存
外
廬
朝
の
実
体
験
に
基
づ
く
も
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

楽
屋
の
図
を
守
国
の
版
本
に
依
る
の
も
、奥
絵
師
の
仕
事
と
は
考
え
に
く
い
が
、

廬
朝
で
あ
れ
ば
納
得
で
き
よ
う
。
た
だ
し
楽
器
や
装
束
の
描
写
の
細
部
に
い
た
る

的
確
さ
や
舞
人
の
ポ
ー
ズ
の
工
夫
は
、
や
は
り
写
生
に
よ
ら
な
け
れ
ば
描
き
得
な

い
と
思
わ
れ
る
。
廬
朝
が
当
日
お
よ
び
後
日
写
生
を
行
な
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は

他
の
舞
楽
図
譜
等
を
参
照
し
た
の
か
、
現
時
点
で
は
不
詳
で
あ
る

一
七

。

　

す
る
と
東
博
本
は
、
大
英
本
を
も
と
に
制
作
さ
れ
た
作
品
と
考
え
ら
れ
る
が
、

廬
朝
に
よ
る
本
画
作
品
か
、
あ
る
い
は
別
筆
か
が
問
題
と
な
る
。
衣
装
や
楽
器
を

詳
細
に
描
い
て
い
る
点
や
、
落
款
に
「
草
稿
」
と
記
す
点
か
ら
、
廬
朝
は
本
画
に

備
え
て
大
英
本
を
と
と
の
え
た
と
思
わ
れ
る
。
東
博
本
が
絹
本
濃
彩
で
金
泥
を
用

い
る
点
は
、
廬
朝
の
肉
筆
美
人
画
に
も
共
通
し
、
眉
の
カ
ー
ブ
や
面
長
な
顔
立
ち

も
ま
た
大
英
本
の
み
な
ら
ず
廬
朝
の
描
く
美
人
画
と
か
け
離
れ
て
は
い
な
い
。

　

細
部
を
比
較
す
る
と

一
八

、
大
英
本
で
は
人
物
の
表
情
を
少
し
ず
つ
描
き
分
け
、

目
を
平
行
四
辺
形
に
形
作
る
の
に
対
し
、
東
博
本
の
目
は
杏
形
に
近
く
、
表
情
を

押
さ
え
て
顔
貌
表
現
を
平
明
に
し
て
い
る
。
舞
台
図
の
樹
木
も
大
英
本
に
比
べ
る

と
、
枝
ご
と
の
葉
叢
の
ま
と
ま
り
が
弱
く
、
よ
り
素
朴
な
描
写
に
近
づ
い
て
い
る

と
言
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
前
述
の
よ
う
に
着
座
位
置
の
記
述
が
舞
台
の
図
と
離
れ
て
巻
頭
に
記
さ

れ
て
い
る
点
や
書
き
入
れ
に
見
ら
れ
る
複
数
の
相
違
な
ど
か
ら
、
東
博
本
を
廬
朝

本
人
に
よ
る
完
成
作
と
は
考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
い
つ
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註一
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
品
検
索
。
水
野
遼
子
「「
西
浜
御
殿
舞
楽
之
図
」
に
み
る
雅
楽
の
表
象
」、『
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
六
六
集
、
二
〇
一
一
年
、
八
九
頁
、
註
八
。

二

以
下
、『
公
用
日
記
』
よ
り
該
当
部
を
翻
刻
す
る
。
私
に
読
点
を
補
っ
た
。
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、

割
註
は
「〈
〉」、
そ
の
中
の
改
行
は
「
／
」
で
記
し
た
。

　

翻
刻
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、
広
島
女
学
院
大
学
国
際
教
養
学
部
准
教
授
福
田
道
宏
先
生
に
多
大
な

ご
教
示
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「　
　
　

 

五
月
七
日

天
晴
、
此
度
御
法
会
ニ

付
下
向
之
公
卿
之
内
、
飛
鳥
井
宰
相
、
蹴
鞠
上
覧
ニ

付
、
五
ツ
半
時
揃
也
、
殿

中
長
袴
也
、
父
子
共
拝
見
登　

城
〈
法
眼
ハ
装
束
／
着
用
也
〉
今
日
之
儀
地
取
被　

仰
付
、
父
子
共
右

御
用
ニ

付
、
能
く
見
江

候
所
相
撰
ミ

着
座
、
帝
鑑
之
間
ゟ
柳
之
間
江
取
付
之
、
御
廊
下
ニ

而
相
見
、
地

取
致
候
、
蹴
鞠
者
御
白
書
院
御
庭
ニ
而

有
之
、
相
済
而

晴
川
八
ツ
時
前
退
出
、
法
眼
御
定
日
ニ

付
、
居

残
り
夕
刻
退
出
、
桂
舟
ハ
拝
見
而

已
ニ

而
地
取
不
被
仰
付
、」

「　
　
　

 

五
月
十
日

天
晴
、（
略
）
明
日
公
家
衆
管
絃
御
聴
聞
ニ

付
、
右
地
取
父
子
江
被　

仰
付
旨
也
、
承
知
返
事
遣
之
、

　
　
　

   

五
月
十
一
日

天
晴
、
今
日
於
御
白
書
院
御
庭
下
向
公
家
衆
之
内
、
管
絃
之
事
人
ゝ
徳
大
寺
中
納
言
笙

、
日
野
中
納
言
笛

、

四
辻
中
納
言
笛

、綾
小
路
中
将〈
ヒ
チ
／
リ
キ
〉、持
明
院
少
将〈
エ
ヒ
／
曲
〉等
所
作
有
之
、御
聴
聞
也
、（
略
）」

「　
　
　

 

五
月
十
三
日

天
晴
、
今
日
表
御
能
〈
町
／
入
〉、
法
眼
鶴
溜
着
座
、
晴
川
拝
見
ニ

罷
出
、

　
　
　

   

五
月
十
四
日

天
晴
、
今
日
於
御
白
書
院
御
庭
、
冷
人
舞
楽　

上
覧
也
〈
御
法
会
済
／
ニ
付
而
也
〉、
父
子
共
五
ツ
時
登

　

城
、
今
日
も
地
取
、
父
子
江

被　

仰
付
旨
達
有
之
、
能
く
見
エ
ル
所
相
エ
ラ
ヒ
、
去
ル
七
日
之
通
り

柳
堺
御
廊
下
ニ
而

父
子
共
見
物
、
地
取
致
ス
、

 

振
鉾

〈
左
〉
万
歳
楽	

	

〈
右
〉
延
喜
楽

 

迦
陵
頻	

	

　
　

  

胡
蝶

 
抜
頭		

	

　
　

  

還
城
楽

 
大
平
楽	

	

　
　

  

□
臚

 

春
庭
花	

	

　
　

  

白
濵

 

打
球
楽	

	

　
　

  

狛
鉾

 

陵
王		

	

　
　

  

納
蘇
利 

 

長
慶
子

誰
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
東
博
本
を
制
作
し
た
の
か
を
解
明
す
る
史
料
に
は
不

足
す
る
た
め
、
試
案
と
し
て
提
示
す
る
に
留
め
た
い

一
九

。

お
わ
り
に

　

以
上
、
東
博
本
と
大
英
本
の
関
係
に
つ
い
て
、
絵
師
に
よ
る
公
務
日
記
、
舞
人

に
よ
る
演
奏
記
録
、
棟
梁
に
よ
る
設
計
図
な
ど
の
史
料
を
用
い
て
考
察
し
た
。
そ

し
て
大
英
本
が
東
博
本
の
写
し
で
は
な
く
、
水
野
廬
朝
に
よ
る
舞
楽
拝
見
の
経
験

を
踏
ま
え
た
画
巻
の
草
稿
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
東
博
本
は
大
英
本
あ
る
い
は

廬
朝
の
本
画
作
品
に
も
と
づ
い
て
描
か
れ
た
画
巻
で
あ
る
と
推
測
し
た
。
東
博
本

は
廬
朝
自
身
に
よ
る
完
成
作
と
は
見
な
し
が
た
い
の
だ
が
、
筆
者
や
制
作
背
景
に

つ
い
て
は
詳
細
を
明
ら
か
に
し
得
な
い
。
さ
ら
な
る
史
料
や
類
似
の
事
例
の
紹
介

を
含
め
、
後
考
を
俟
つ
次
第
で
あ
る
。
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右
之
通
也
、
八
ツ
時
比
相
済
、
父
子
共
退
出
、（
略
）

　
　
　

五
月
十
五
日

天
晴
、
去
ル
十
一
日
之
管
弦
之
具
御
取
寄
セ
、
於
御
白
書
院
、
地
取
被
仰
付
、
父
子
共
例
到
登 

城
、
帝

鑑
之
間
御
入
側
ニ
而

地
取
致
之
、
九
ツ
時
遍
父
子
退
出
、」

「　
　

  

五
月
廿
四
日

天
陰
、
父
子
昨
日
之
達
ニ

付
四
ツ
時
比
登　

城
、
去
ル
十
四
日
之
舞
楽
之
装
束

楽
器
奥
江

御
取
寄
セ

ニ
相
成
、
地
取
被　

仰
付
、
父
子
於
御
広
座
敷
、
段
々
地
取
掛
リ
、
夕
刻
退
出
、（
略
）」

「　
　

  

五
月
廿
五
日

天
陰
夕
雨
、
父
子
共
舞
楽
装
束
地
取
如
昨
日
罷
出
、

　
　
　

五
月
廿
六
日

天
晴
或
雨
、
父
子
装
束
地
取
如
昨
日
、

　
　
　

五
月
廿
七
日

天
陰
無
程
晴
、
装
束
地
取
父
子
共
罷
出
、

　
　
　

五
月
廿
八
日

天
晴
夕
雷
雨
、
父
子
装
束
地
取
、

　
　
　

五
月
廿
九
日

天
晴
、
西
丸
父
子
共
御
定
日
之
所
、
御
本
丸
ゟ
御
断
ニ

相
成
、
父
子
共
舞
楽
装
束
地
取
、
御
本
丸
江

罷
出
、

　
　
　

六
月
朔
日

天
晴
、
今
朝
日
蝕
〈
六
ツ
ゟ
／
五
ツ
比
迄
〉、
御
礼
父
子
共
罷
出
、
相
済
而

又
舞
楽
装
束
地
取
、
夕
刻
退
出
、

　
　
　

六
月
二
日

天
晴
、
父
子
共
例
刻
登　

城
、
舞
楽
地
取
出
来
ニ

付
、
猶
又
相
改
メ
取
調
相
済
、
晴
川
ハ
昼
時
退
出
、

法
眼
ハ
御
定
日
ニ

付
夕
刻
退
出
、

　
　
　

六
月
四
日

天
晴
、
昨
日
例
之
御
用
父
子
江

達
有
之
候
ニ

付
、
父
子
共
今
日
四
ツ
時
登　

城
、
去
月
飛
鳥
井
家
御
庭

鞠
之
図
御
巻
物
ニ

伺
下
絵
、
父
子
一
段
つ
ゝ
ニ
而

認
候
様
達
有
之
、
御
絵
部
屋
ニ

而
父
子
申
合
せ
一
巻

ニ
相
認
、
ざ
つ
と
伺
下
絵
夕
刻
出
来
、
退
出
、」

三
河
野
元
昭
「
資
料
紹
介
「
探
幽
縮
図
」（
東
京
芸
術
大
学
資
料
館
蔵
）」、『
美
術
史
論
叢
』
九
、一
九
九
三
年
、

五
九
―
六
一
頁
、
九
六
―
一
〇
一
頁
。

四
演
奏
日
・
場
所
等
は
不
詳
。
演
奏
当
日
の
地
取
と
す
る
に
は
線
描
が
整
理
さ
れ
て
お
り
、
何
よ
り
縦
幅

が
四
八
㎝
と
大
き
い
。
地
取
の
清
書
か
、
後
の
写
し
か
と
推
測
さ
れ
る
。

五
池
田
宏
「『
高
野
山
学
侶
宝
蔵
古
器
及
楽
装
束
図
』
と
狩
野
晴
川
院
」、『
調
査
報
告
書　

高
野
山
学
侶

宝
蔵
古
器
及
楽
装
束
図
』
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
九
二
年
。

六
東
博
本
お
よ
び
後
述
の
「
文
化
十
二
年
於
御
白
書
院
蹴
鞠
上
覧
及
文
化
度
白
書
院
中
庭
舞
楽
舞
台
諸
図
」

（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
の
画
像
は
東
京
国
立
博
物
館
画
像
検
索
シ
ス
テ
ム
に
て
全
場
面
閲
覧
可
能
で

あ
る
。
東
博
本
は
二
〇
〇
〇
年
代
初
め
に
購
入
さ
れ
た
も
の
で
、
以
前
の
伝
来
は
不
詳
で
あ
る
。

七
拙
稿
「
近
世
前
半
期
に
お
け
る
舞
楽
図
屏
風
の
成
立
と
展
開
―
桃
翁
筆
本
と
Ａ
家
本
を
中
心
に
―
」、『
東

京
藝
術
大
学
美
術
学
部
論
叢
』
四
、二
〇
〇
八
年
。

八
作
品
の
全
画
像
は
大
英
博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
オ
ン
ラ
イ
ン
検
索
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
作
は
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
あ
り
、
一
八
八
一
年
に
大
英
博
物
館
が
購
入
し
た
。

九
藤
懸
静
也
『
増
訂
浮
世
絵
』
雄
山
閣
、
一
九
四
六
年
、
一
八
五
―
一
八
六
頁
。『
原
色
浮
世
絵
大
百
科

事
典
第
二
巻
浮
世
絵
史
』
大
修
館
書
店
、
一
九
八
二
年
、
一
〇
九
頁
。

一
〇

安
倍
季
尚
『
楽
家
録
』（
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
））
な
ど
に
よ
れ
ば
、
万
歳
楽
は
四
人
で
は
な
く
六

人
で
演
じ
る
も
の
で
あ
り
、
江
戸
時
代
初
期
の
舞
楽
図
屏
風
も
六
人
を
描
く
。
大
英
本
後
半
の
重
複
し

て
描
か
れ
る
万
歳
楽
・
延
喜
楽
に
は
「
四
人
／
古
図
は
六
人
」
と
註
記
さ
れ
て
い
る
。

一
一

清
水
淑
子
「
江
戸
期
の
雅
楽
に
関
す
る
一
考
察
―
『
舞
楽
留
』
に
見
る
舞
御
覧
の
演
奏
記
録
か
ら
―
」、

『
お
茶
の
水
音
楽
論
集
』
一
一
、二
〇
〇
九
年
。

一
二

田
邊
泰
「
江
戸
幕
府
大
棟
梁
甲
良
氏
に
就
て
」、『
建
築
雑
誌
』
第
五
十
輯
第
六
〇
九
号
、一
九
三
六
年
。

一
三

孟
夏
は
初
夏
を
指
し
、
陰
暦
四
月
を
表
わ
す
。

一
四

永
田
生
慈
監
修
『
シ
カ
ゴ　

ウ
ェ
ス
ト
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
肉
筆
浮
世
絵
―
美
の
競
艶
』
小
学
館
ス
ク

ウ
ェ
ア
、
二
〇
一
五
年
、
図
六
一
。

一
五

小
林
忠
編
著
『
肉
筆
浮
世
絵
大
観
三
出
光
美
術
館
』
講
談
社
、
一
九
九
六
年
、
図
四
六
・
四
七
。

一
六

「
先
手
組
」、『
国
史
大
辞
典
』（
執
筆
尾
藤
正
英
）、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
。

一
七

大
英
本
巻
頭
の
詞
書
中
に
は
「
古
図
に
よ
り
て
彩
色
」
と
あ
る
。

一
八

図
様
の
細
部
に
お
け
る
正
確
性
は
、
東
博
本
・
大
英
本
と
も
同
程
度
と
思
わ
れ
る
。
着
衣
の
彩
色
等

に
そ
れ
ぞ
れ
誤
写
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。

一
九

付
け
加
え
る
と
、
東
博
本
で
は
抜
頭
図
・
還
城
楽
図
・
太
平
楽
図
の
連
続
す
る
三
図
の
脇
に
舞
人
の

持
物
等
の
細
部
図
と
書
き
入
れ
が
あ
る
。
抜
頭
・
還
城
楽
の
撥
、
太
平
楽
の
帯
喰
が
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず

つ
大
英
本
と
は
異
な
る
描
写
に
な
っ
て
お
り
、
脇
に
正
確
な
図
を
描
い
て
訂
正
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
だ
け
を
見
る
と
東
博
本
を
浄
書
し
て
大
英
本
が
描
か
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
敢
え
て
こ
の
箇
所
の

み
こ
の
よ
う
に
記
し
た
理
由
が
問
わ
れ
る
。
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草
稿
な
れ
ハ
杜
撰
闇
記
深
く
識
者
の
笑
ひ
を
恥
へ
き

　
　

な
か
ら
斯
し
て
後
其
道
の
人
に
た
よ
り
て
改
な
ん
の
み

　
　
　

其
後
問
ひ
糺
し
た
る
事
ハ
か
た
は
ら
に
筆
記
し
て
猶
追
ゝ

　
　
　

改
正
を
ね
か
ふ

③〈
杉
之
御
廊
下
通
／
御
三
家
鹿
流
御
譜
代
大
名
高
家
御
奏
者
番
／
雁
之
間
菊
之
間
御
縁
頬
詰
各
父
子
共
／

御
正
面
御
白
書
院
松
之
御
廊
下
柳
之
間
西
御
縁
御
庭
縁
不
残
猩
ゝ
緋
敷
詰
〉

九

　
　御

正
面
ヨ
リ
見
渡
図

【
舞
台
図
】

　
　
　
　
〈
右
方
〉

　
　
　
　
　
　
　
〈
台
大
鼓
大
鉦
鼓
ト
モ
／
水
引
角
総
ト
モ
萌
黄
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
御
舞
台
／
水
引
赤
角
総
紅
／
地
敷
布
萌
黄
純
子
〉

④　
　
　
〈
出
口
砂
敷
之
〉

⑤　
　
　
　
　
　
〈
台
大
鼓
大
鉦
鼓
ト
モ
／
水
引
赤
角
総
紅
〉

　
　
　
　
〈
左
方
〉 

一
〇

 

一
一

〈
紅
葉
之
間
同
御
縁
ゟ
柳
之
間
西
御
縁
通
／
諸
番
頭
諸
物
頭
布
衣
以
上
御
役
人
／
法
印
法
眼
之
御
医

師
〉

⑥
御
白
書
院
御
縁
取
払
御
庭
江
建
之
覆
屋
六
間
四
方
程
御
舞

　

台
五
間
四
方
程
惣
黒
塗
朱
高
欄
真
鍮
金
具
純
子
水
引
幕

一
二

角
総

　

下
リ

一
三

御
舞
台
上
地
布
萌
黄
純
子
左
右
台
太
鼓
之
台
弐
間
四
方
程

　

都
而
左
右
同
断
左
右
大
鉦
鼓
台
壱
間
四
方
程
御
楽
屋
横
七
間
程

　

中
ニ
伶
人
出
口
有
之

一
四

左
右
ヲ
分
ツ
左
右
鉾
建
有
之

　

御
幔
幕
黒
緋
布
交
〈
黒
之
方
黄
ニ
而
瓜
之
紋
／
緋
之
方
白
ニ
而
瓜
之
紋
〉

九
こ
の
項
目
な
し
。

一
〇

「
右
方
・
・
・
左
方
」
ま
で
は
舞
台
図
の
留
書
だ
が
、
東
博
本
は
図
の
み
で
書
き
入
れ
な
し
。

一
一

東
博
本
の
詞
書
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。

一
二

「
純
子
水
引
幕
」
を
「
水
引
幕
純
子
」
と
す
る
。

一
三

「
リ
」
な
し
。

一
四

「
之
」
は
「
而
」
と
す
る
。

（
資
料
）
翻
刻　

水
野
廬
朝
「
舞
楽
図
巻
」（
大
英
博
物
館
蔵
）　

・
水
野
廬
朝
「
舞
楽
図
巻
」
の
詞
書
を
翻
刻
し
た
。

・
文
中
の
丸
括
弧
内
の
数
字
は
本
紙
の
紙
数
を
示
す
。
例
え
ば
、
①
は
一
紙
目
を
表
わ
す
。

・
割
註
・
傍
註
お
よ
び
小
字
に
よ
る
書
き
入
れ
は
「〈
〉」、
そ
の
中
の
改
行
は
「
／
」
で
記
し
た
。

・
図
は
「【
】」
で
示
し
た
。

・
旧
字
体
は
新
字
体
に
あ
ら
た
め
、
判
読
困
難
字
は
□
と
記
し
た
。

・「
舞
楽
楽
器
之
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
）
と
の
異
同
を
註
で
示
し
た
。

（
巻
子
外
題
）

一

　

一
ノ
六
十
（
朱
字
）　　

文
化
十
二
年
乙
亥
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舞
楽
之
図

① 

二

　

文
化
十
二
乙
亥
年
四
月

神
祖
二
百
回
御
忌
於
日
光
山　

勅
会
御
法
事
相
済
後

　

同
五
月
十
四
日　

御
城
御
白
書
院
於
御
庭
伶
人
舞
楽

　

上
覧
之
節
拝
見
写
之

　
　

此
図
其
道
乃
識
者
に
問
ひ
あ
き
ら
め
た
る
に
あ
ら
す

　
　

御
席
上
よ
り
見
得

三
る
ま
ゝ
に
て
群
居
の
中
あ
へ
て
筆
記
な
ら

　
　

す
目
に
覚
し
の
ミ
を
写
し

四
た
れ
ハ
紛
れ

五
て
忘
た
る
多
し

②   

殊
に
装
束
等
ハ
其
儘
に
写
し
度
も
の
な
か
ら
古
わ
猶
更

　
　

覚
え
す
元
よ
り
楽
の
事
い
さ
ゝ
か
知
ら
ね
は
た
ゝ
児
女
の

　
　

見
易
か
ら
む
た
め
古
図
に
よ
り
て
彩
色
た
る
も

六
あ
り
色
わ
け

　
　

む
は
か
り
に

７
皿
に
残
り

八
た
る
絵
の
具
し
て
早
忽
に
彩
し
た
る

一
題
簽
「
舞
楽
楽
器
之
図
」。

二
大
英
本
の
巻
頭
の
記
述
「
文
化
十
二
・
・
・
改
正
を
ね
か
ふ
」
は
、
東
博
本
で
は
巻
末
に
記
す
。

三
「
得
」
は
「
つ
」
と
す
る
。

四
「
し
」
な
し
。

五
「
れ
」
は
「
ゝ
」
と
す
る
。

六
挿
入
「
の
」。

七
「
に
」
な
し
。

八
「
り
」
な
し
。

文化十二年江戸城の舞楽上覧と二つの舞楽図巻―「舞楽楽器之図」（東京国立博物館蔵）と水野廬朝「舞楽図巻」（大英博物館蔵）―

（30）



〈
支
度
所
は
別
御
屋
敷
に
／
あ
り
て
装
束
し
て
其
中
／
よ
り
御
舞
台
江
出
る
〉　　
　
　
　
　

〈
往
古
乱
世
に
て　

禁
裡
に
舞
楽
迚
も
な
く
舞
楽
の
諸
式
損
失
し
て
／
久
し
く
な
り
た
る
を
織
田
信
長
一

旦
治
国
の
時

一
五

舞
楽

一
六

御
道
具
楽
器
装
／
束
ト
モ
新
に
調
状
せ
し
か
は
此

一
七

功
を
賞
せ
ら
れ

一
八

す
へ

て
一
九

舞
楽

二
〇

諸
式
の
紋
を
／
永
く

二
一

爪
に
定
め
さ
せ
ら
れ
け
る
と
云
々
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦
舞
楽
目
録

二
二

〈
御
中
入
無
し
四

二
三

時
遍
始
／
九

二
四

半
時
頃
相
済
〉

振ン

ブ鉾
〈
左
一
人
／
右
一
人
〉

万マ
ン
ザ
イ
ラ
ク

歳
楽
〈
左
方
／
四
人
〉　

延エ
ン
ギ
ラ
ク

喜
楽
〈
右
方
／
四
人
〉　

迦カ
リ
ヤ
ウ
ビ
ン

陵
頻
〈
左
方
／
四
人
〉

胡コ
テ
ウ蝶

〈
右
方
／
四
人
〉　
　

抜ハ
ト
ウ頭

〈
左
方
／
一
人
〉　
　

還
ゲ
ン
ジ
ヤ
ウ
ラ
ク
 

城
楽
〈
右
方
／
一
人
〉

大タ
イ
ヘ
イ
ラ
ク

二
五

平
楽
〈
左
方
／
四
人
〉
陪バ

イ
ロ臚

〈
右
方
／
四
人
〉　
　

春
シ
ュ
ン
テ
イ
ク
ワ

庭
花
〈
左
方
／
四
人
〉

白ハ
ク
ヒ
ン浜

〈
右
方
／
四
人
〉　　

 

打タ
キ
ウ
ラ
ク

毬
楽
〈
左
方
／
四
人
〉　

狛コ
マ
ホ
コ鉾

〈
右
方
／
四
人
〉

陵リ
ヤ
ウ
ワ
ウ

王
〈
左
方
／
一
人
〉
納ナ

ソ

リ
蘇
利
〈
右
方
／
二
人
〉〈
退
出
〉
長チ

ヤ
ウ
ケ
イ
シ

慶
子
〈
舞
無
し
／
左
右
同
調
〉

二
六 

⑧
・
⑨
【
大
太
鼓
】

左
方

　
　

台ダ
ダ
イ
コ

太
鼓
之
図

　
　
　
　
〈
正
面
よ
り
見
る
図
也
〉

　
　
〈
光
リ
中
日
輪
形
ト
モ
金
〉

太
鼓
指
渡
し
七
尺
余
〈
壱
枚
革
に
て
張
ル
／
駝
獣
の
皮
也
と
言
〉
三
ツ

二
七

巴
惣
金
漆
絵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
都
而
雌
黄
に
彩
色
所
ハ
金
也
〉

囲
ミ
高
サ
壱
丈
五
六
尺
横
壱
丈
余
台
是
よ
り
光
リ
迄
惣
高
サ
弐
丈
五
六
尺 

二
八

囲
ミ
宝
珠
雲
竜
高
彫
雲
げ
ん
だ
ミ
極
彩
色　
　
　

台
是
黒
漆

水
烟
朱
へ
り
金

太
鼓
胴
銀
地
ニ
雲
竜
胴
高
サ
四
尺
余

し
ら
べ
紅
白
な
ひ
交

撥
黒
漆
真
鍮
金
具

此
台
太
鼓

　
　

禁
裡　

日
光　

四
天
王
寺
右
三
ヶ
所
の
外
ニ
ハ
無
之
と
言 

二
八

⑩
・
⑪
右
方

　
　

台ダ
タ
イ
コ

太
鼓
之
図

　
　
　
　
〈
正
面
よ
り
見
る
図
也
〉

　
　
〈
光
リ
中
月
形
ト
モ
銀
〉

都
而
大
サ
等
左
方
同
断
但
弐
ツ
巴
惣
金
漆
絵

囲
ミ
模
様
宝
珠
雲
雌
雄
鳳
凰
其
外
左
方
ニ
同

太
鼓
胴
銀
地
雲
鳳
凰

⑫
・
⑬
【
大
鉦
鼓
】

　
　

大ダ
イ
シ
ヤ
ウ
ゴ

三
〇

鉦
鼓
之
図　
左
方　

但
伶
家
ニ
シ
ヤ
ウ
ゴ
と
唱
ふ

鉦
鼓
指
渡
シ
壱
尺
計
回
リ
囲
ミ

高
サ
六
尺
幅
三
尺
余

模
様
都
而
太
鼓
ト
同
様

但
光
無
之

一
五

「
一
旦
治
国
の
時
」
な
し
。

一
六

挿
入
「
の
」。

一
七

「
此
」
は
「
其
」
と
す
る
。

一
八

挿
入
「
て
」。

一
九

「
る
も
す
へ
て
」
を
「
れ
て
都
而
」
と
す
る
。

二
〇

挿
入
「
の
」。

二
一

「
永
く
」
な
し
。

二
二

振
り
仮
名
、
人
数
は
全
て
な
し
。
振
り
仮
名
は
以
降
も
全
て
な
し
。

二
三

挿
入
「
ツ
」。

二
四

挿
入
「
ツ
」。

二
五

「
大
」
は
「
太
」
と
す
る
。

二
六

こ
こ
に
舞
台
の
図
が
入
る
。

二
七

「
ツ
」
な
し
。

二
八

「
サ
並
弐
丈
五
六
尺
」
な
し
。

二
九

「
言
」
は
「
云
々
」
と
す
る
。

三
〇

「
大
」
な
し
。
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⑰
【
延
喜
楽
】

延ゑ
ん
ぎ
ら
く

喜
楽
〈
右
方
／
弐
人
／
四
人
也

三
七

〉

〈
右
方
の
袍
ハ
萌
黄
／
薄
藍
色
ニ

三
八

あ
り
と
云
〉

林
日
向
守
広
猶

多
大
和
守
久
敬

林
雅
楽
助
広
好

多
飛
騨
守
忠
同

⑱
【
迦
陵
頻
】

迦か
り
う
び
ん

陵
頻
〈
左
方
／
四
人
〉

〈
袍
朱
金
紋
〉

窪
左
近
将
曹
近
俊

辻
操
千
代
則
賢

芝
右
近
将
曹
葛
永

久
保

三
九

左
近
将
曹
近
保

〈
天
冠
今
少
し
高
く
蕨
の
如
き
物
／
回
り
に
あ
り
〉

⑲
【
胡
蝶
】

胡こ
て
う蝶

〈
右
方
／
四
人
〉

東
儀
阿
波
介
文
信

安
倍
元

四
〇

千
代
季
梁

東
儀
薩
摩
介
季
誕

多
茂
次
郎
忠
以

⑳
【
抜
頭
】

抜バ
と
う頭

〈
左
方
／
壱
人

四
一

〉〈
但
面
髪
毛
紺
色
に
て
腮
迄
／
は
ら
り
と
下
ル

四
二

〉

三
七

「
四
人
也
」
な
し
。

三
八

「
ニ
」
は
「
と
」
と
す
る
。

三
九

「
久
保
」
は
「
窪
」
と
す
る
。

四
〇

「
元
」
は
「
允
」
と
す
る
。

四
一

「
壱
人
」
な
し
。

四
二

「
但
面
髪
毛
紺
色
に
て
腮
迄
／
は
ら
り
と
下
ル
」
な
し
。

右
方
モ
同
断

　

但
模
様
等
ハ
右
方
鼉
太
鼓
之
通
故
畧
之

⑭
【
大
太
鼓
の
部
分
図
】

台
也　
　
　
　
　
〈
壱
枚
革
に
て
張
る
駝
獣
の
皮
也
と
云
〉

鼉
太
鼓
全
躰
之
図　

左
方　
　
　
　
　

撥

　

胴
ハ
銀
地
雲
竜　

右
方
ハ
鳳
凰
也

　

胴
の
高
サ
四
尺
斗
〈
し
ら
べ
紅
白
な
い
交
／
太
サ
井
戸
縄
の
如
し
〉

〈
し
ら
へ
に
力
木
迚
長
サ
壱
尺
斗
の
木
を
／
左
右
七
拾
本
□
迄
有
之

三
一

〉

⑮
【
兜
・
鞨
鼓
】

左
方
鳥
兜　
　
　
　
　

右
方
鳥
兜　
　
　
　
　

鞨
鼓
〈
左
方
ニ
而
用
ル
〉

惣
体
赤
重
子　
　
　
　

惣
体
萌
黄
重
子　
　
　
　

右
方
ハ
三
ツ
ノ
鼓
也

　
　
　

萌
黄
金
紋　
　
　
　
　

赤
金
紋　
　
　
　
　
　

始
図
ニ
出
ス

三
二　

 

⑯
【
振
鉾
】 

振ふ
り
ほ
こ鉾〈

左
方
壱
人
／
右
方
壱
人
〉但
伶
家
に

三
四

振エ
ン
フ
三
三

鉾
と
唱
ふ〈
左
辻
左
近
将
曹
近
信
／
右
林
日
向
守
広
猶
〉

　

  【
万
歳
楽
】

万は
ん
ぜ
い
ら
く

歳
楽
〈
左
方
／
壱
人
／
四
人
也

三
五

〉
但
伶
家
に
万マ

ン
ザ
イ
ラ
ク

歳
楽
と
唱
ふ

〈
左
方
之
袍
／
何
も
赤
〉

　
〈
朱
仕
立
と
／
あ
れ
ト
モ
見
／
ゆ
る
処
何
も
／
に
び
色
ニ
／
見
ゆ
る
〉

窪
左
近
将
監
近
兄

辻
左
近
将
曹
近
信

奥
丹
羽
守
好
古

三
六

奥
左
近
将
曹
好
文

三
一

「
台
太
鼓
」
は
図
の
み
で
書
き
入
れ
全
て
な
し
。

三
二

「
兜
・
羯
鼓
」
の
図
・
書
き
入
れ
は
注
六
四
の
位
置
へ
移
動
。

三
三

「
フ
」
と
「
ブ
」
と
す
る
。

三
四

「
ニ
」
な
し
。

三
五

「
四
人
也
」
な
し
。

三
六

「
奥
丹
羽
守
好
古
」
は
「
窪
右
近
将
監
近
満
」
と
す
る
。

文化十二年江戸城の舞楽上覧と二つの舞楽図巻―「舞楽楽器之図」（東京国立博物館蔵）と水野廬朝「舞楽図巻」（大英博物館蔵）―
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〈
面
朱
髪
紺
す
／
ば
ち
金
／
面
帽
子
朱
金
紋
／
打
き
せ
／
け
つ
て
き
の
袍
／
さ
し
ぬ
き
／
薄
色
金
小
紋
／

い
つ
れ
も
下
着
白
〉

　
　
　

 　
　

四
三　

　
　
　
　
　
　
　
　

芝
備
前
守
葛
保

四
四 

㉑
【
還
城
楽
】

還け
ん
し
や
う
ら
く

城
楽
〈
右
方
／
壱
人
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
儀
肥
後
介
季
邑

〈
面
朱
眼
の
中
歯
白
／
釼
朱
面
帽
子
朱
金
紋
綿
仕
立
／
打
き
せ
朱
金
紋
／
に
し
き
仕
立
／
へ
り
縁
青
金
ニ

て
／
星
を
三
ツ
つ
ゝ
か
く
／
芥
先
朱
本
白
／
石
帯
金
／
袍
朱
／
瓜
の
紋
緑
黄
／
紫
白
郡
青
／
間
ひ
あ
り

／
地
金
紋
口
伝
／
裾
同
前
／
奴
撥
朱
生

四
五

ゑ
ん
し
具
金
紋
／
糸
鞋
白
〉

　
　
　
　
　

 

四
六

㉒
【
太
平
楽
】

大た
い
へ
い
ら
く

平
楽
〈
秦し

ん
わ
う
は
ぢ
ん
ら
く

王
破
陣
楽
共
言
／
左
方
四
人
〉

　
〈
始
鉾
ト
楯
ト

四
七

ヲ
持
／
後
剣
〉

　
〈
同
形
四
人
舞
〉

〈
但
大
平
楽
舞
ハ
伝
リ
テ
装
束
ハ
／
伝
ハ
ラ
ズ
秦
王
破
陣
楽
ハ
装
束
／
伝
ハ
リ
テ
舞
ハ
絶
テ
伝
ハ
ラ
ス
此

／
故
ニ
破
陣
楽
ノ
装
束
ニ
テ
／
大
平
楽
ノ
舞
フ
也
／
尓
レ
ハ
破
陣
楽
ト
ハ
不
言
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窪
左
近
将
監
近
兄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辻
左
近
将
曹
近
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窪
右
近
将
監
近
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
左
近
将
曹
好
文 

四
八

陪ば
い
ろ臚

〈
右
方
〉

春し
ゆ
ん
て
い
く
わ

庭
花
〈
左
方
〉

白ハ
ク
ヒ
ン浜

〈
右
方

四
九

〉

　
〈
右
三
番
ハ
不
見
／
略
之
〉

　
　

五
〇 

㉓
【
打
球
楽
】 

打だ
き
う
ら
く

球
楽
〈
左
方
／
弐
人
／
四
人
也

五
一

〉
伶
家
に
打

タ
ギ
ウ
ラ
ク
五
二

毬
楽
と
唱
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
清
下
濁
音

〈
杖
ハ
／
ギ
ツ
チ
ヤ
ウ
／
と
言
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窪
右
近
将
監
近
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窪
左
近
将
監
近
兄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窪
奥
陸
守
近
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
丹
波
守
好
古

㉔
【
狛
鉾
】

狛こ
ま
ほ
こ鉾

〈
右
方
／
弐
人
／
四
人
也

五
三

〉

　

鉾
也

多
大
和
守
久
敬

多
飛
騨
守
忠
同

多
周
防
守
忠
勇

東
儀
河
内
守
文
暉

㉕
【
陵
王
】

陵れ
う
わ
う王

〈
左
方
／
壱
人
〉

〈
面
金
眼
同
／
袍
朱
／
冠
龍
鞭

五
四

金
〉

辻
左
近
将
曹
近
信

四
三

こ
こ
に
撥
の
図
と
書
き
入
れ
「
撥
下
の
図
ハ
誤
リ
也
／
左
の
如
く
也
／
黒
塗
／
メ
ッ
キ
金
物
／
環
紐

ア
リ
」
を
記
す
。

四
四

「
芝
備
前
守
葛
保
」
な
し
。

四
五

「
生
」
な
し
。

四
六

挿
入
「
蛇
金
」、
撥
の
図
と
書
き
入
れ
「
篥
下
の
誤
也
左
の
如
し
／
朱
ヌ
リ
／
壱
尺
五
寸
ホ
ド
／
上
下

金
物
ア
リ
」。

四
七

「
ト
」
な
し
。 

四
八

「
窪
左
近
将
監
近
兄
／
辻
左
近
将
曹
近
信
／
窪
右
近
将
監
近
満
／
奥
左
近
将
曹
好
文
」
な
し
。

四
九

「
右
方
」
な
し
。

五
〇

帯
喰
の
図
と
書
き
入
れ
「
如
此
ノ
帯
／
噛
ア
リ
／
肩
噛
ノ
／
コ
ト
シ
」
を
挿
入
。

五
一

「
四
人
也
」
な
し
。

五
二

「
タ
ギ
ウ
ラ
ク
」
は
「
タ
キ
ウ
」
と
す
る
。

五
三

「
四
人
也
」
な
し
。

五
四

「
鞭
」
は
「
鞁
」
と
す
る
。
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五
七

橘
守
国
『
絵
本
通
宝
志
』
中
の
図
で
は
楽
人
の
鳥
兜
の
紋
様
は
丸
の
み
で
中
を
空
欄
と
す
る
が
、
大

英
本
・
東
博
本
で
は
他
場
面
の
舞
人
等
と
同
様
、
三
つ
葉
葵
を
描
き
込
む
。

五
八

「
て
」
は
「
之
」
と
す
る
。

五
九

「
も
の
な
り
」
な
し
。

六
〇

大
英
本
で
は
楽
屋
図
の
中
の
書
き
入
れ
だ
が
、
東
博
本
に
は
な
し
。

六
一

金
地
舞
楽
図
屏
風
の
使
用
方
法
を
明
記
し
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。。

六
二

「
リ
」
は
「
ク
」
と
す
る
。

六
三

「
ノ
」
は
「
ツ
」
と
す
る
。

〈
直
垂
藍
或
ハ
コ
ン
セ
ウ
／
ク
ン
ゼ
ウ
ウ
ス
ク
／
又
ハ
ロ
ク
セ
ウ
／
五
色
三
色
ニ
テ
瓜
散
シ
紋
〉

〈
糸
沓
白
／
腰
当
／
図
之
如
ク
ヘ
リ
／
朱
中
ロ
ク
セ
ウ
／
紋
ハ
左
方
同
断
〉

延ゑ
ん
ぎ
ら
く

喜
楽
右
方
〈
四
人
／
古
図
ハ
六
人
〉

〈
色
分
地
紋
等
之
定
法
ヲ
見
ル
為
ニ
草
忽
ニ
彩
色
者
也
〉　

㉙
【
太
鼓
を
奏
す
る
楽
人
】

装
束
ハ
伶
人
何
も
同
様
一
対
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
彩
色
ハ
ア
シ
ゝ

㉚
【
楽
屋
】 五

七

楽
屋
〈
左
方
〉

通
宝
志
に
橘
守
国
が

図
し
た
る
と
見
得
る
所

た
か
ふ
事
な
し
依
て

五
八

其

図
之
趣
を
以
模
写
す
る

も
の
な
り

五
九

　

但
右
方
も
同
断
也

　
〈
但
左
方
ハ
／
打
キ
セ
の
／
へ
り
赤
シ
／
右
方
ハ
下
の
／
通
り
也
〉

楽
頭

六
〇 

㉛
〈
後
ロ
ハ
舞
／
楽
伶
人
の
／
舞
奏
し
を
／
画
し
た
る
／
金
御
屏
風
／
な
り
〉

六
一 

　
〈
但
楽
頭
／
ト
テ
モ
装
／
束
着
別
ナ
ク
／
皆
一
同
也
〉

　
〈
鳥
兜
／
左
右
／
極
リ
ノ
／
色
ナ
リ

六
二

／
別
ニ
記
〉

　
〈
下
ノ
図
／
ニ
テ
ハ
右
／
方
ニ
用
ル
／
三
ノ

六
三

皷
ニ
テ
／
左
方
ニ
非
ス
〉

㉖
【
納
蘇
利
】

納な
そ
り
 

蘇
利
〈
右
方
／
二
人
〉

　
〈
曽
ト
モ
〉

〈
面
紺
青
／
髪
髭
白
／
眼
金
／
撥
ハ
銀

五
五

〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
雅
楽
助
広
好

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
摂
津
守
広
済

㉗
【
万
歳
楽
】

五
六 

万ま
ん
ざ
い
ら
く

歳
楽
左
方
〈
四
人
／
古
図
は
六
人
〉

〈
同
装
束
ニ
而
四
人
之
時
ハ
二
人
宛
ニ
行
／
六
人
之
時
ハ
三
人
宛
ニ
行
向
モ
同
様
ニ
而
／
舞
装
束
残
同
形

也
〉

〈
斯
而
平
舞

く 

／
装
束
ハ
何
舞
／
ニ
而
も
袍
打
着
／
直
垂
鳥
兜
其
外
／
色
地
紋
等
／
違
事
無
シ
／
左

右
共
／
極
有
也
〉

〈
楽
人
モ
直
垂
無
之
計
／
余
ハ
違
事
無
之
／
但
楽
人
ハ
腰
当
モ
ナ
シ
〉

〈
裾
重
子
ハ
下
朱
上
ロ
ク
ニ
テ
モ
／
ヨ
シ
左
右
同
断
〉

〈
此
彩
色
斯
而
雌
黄
／
雌
黄
具
ノ
所
ハ
／
金
泥
／
袍
紋
菱
平
ハ
／
雌
黄
也
〉　

〈
袖
へ
り
朱
／
但
セ
ウ
エ
ン
ニ
テ
菱
ヲ
カ
ク
モ
ア
リ
〉

〈
左
方
之
袍
地
白
菱
／
之
紋
図
之
如
ク
考
也
／
ウ
ン
ケ
ン
外
菱
雌
黄
／
花
朱
ウ
ン
ケ
ン
金
デ
イ
／
ク
ゝ
リ

葉
ロ
ク
セ
ウ
／
惣
地
唐
草
銀
テ
イ
〉

〈
打
着
地
黒
金
泥
／
ニ
テ
図
之
如
ク
菱
へ
り
／
朱
金
紋
〉

〈
糸
沓
白
／
腰
当
／
図
之
如
ク
色
取
／
ヘ
リ
ロ
ク
中
朱
ナ
リ
／
紋
金
或
ハ
コ
フ
ン
／
草
ノ
シ
ル
カ
キ
入
〉

〈
直
垂
赤
五
色
或
ハ
三
色
ニ
テ
／
瓜
之
散
紋
〉

〈
袴
地
白
銀
テ
イ
ニ
テ
／
瓜
ニ
霰
左
右
同
様
〉

㉘
【
延
喜
楽
】

〈
同
装
束
ニ
而
四
人
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よ
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調
査
に
つ
き
ま
し
て
、
同
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学
芸
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部
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査
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究
課

田
良
島
哲
様
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沢
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賀
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に
大
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世
話
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り
ま
し
た
。
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よ
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す
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る
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